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作図の流れ

作図の流れ

※グレーのレイヤを上から下に作図していく。

※平面作成後、３Dを編集する。

※ピンクのレイヤは印刷にうつりません。

作図の流れ

①敷地を描く。

⇒３Dの編集をしていく。

作図手順１…「加工メニュー」レベル一括変換。

　　　　　　（道路・水勾配の設定）

作図手順２…個々の編集。すべてWクリック。

⇒文字入力。

入力手順１：右の更新ボタンを押す。（グループ解除）

入力手順2：スタンプ入力。編集はWクリック。

⑮レイアウト

パースや製品写真、図枠などレイアウト。

⑯印刷

「ファイルメニュー」→「印刷」

完成

⇒CG作成

Point1：1アングルにつき1アングル。

Ponto2：肯定カメラとして使う。

Point３：目地あわせ。

Point4：効果設定の変更した場合は保存すること！

　　　　レタッチ情報も保存！

⇒補助線で寸法取りしながらゾーニングしてユニットを

スタンプしていく。

Point１：作図手順…『塀』→『床』『階段』の順番。

Point2：作図手順…外から内に。

作図の流れ

作図の流れ

平面図を描く

３D編集

注釈入力

CG作成

植栽、添景、

３D車の配置

印刷

レイアウト

②建物基礎を描く。

③玄関ポーチを作成する。

④塀を配置する。

⑤床・階段を配置する。

⑥製品を配置する。

⑦レベル（道路勾配・水勾配）を設定をする。

⑧ユニット（塀・床・階段）の３D編集をする。

⑨添景、植栽を配置する。

⑩レベル設定をする。

⑪図枠・注釈を入力する。

⑫カメラを配置する。

⑬CGパースを作成する。

⑭図面上に配置する。

■ユニット＝ひっぱて変形するもの。＝『塀』『床』『階段』

　1)『塀』：壁・ラインなど

　2)『床』：敷材

　3)『階段』：H50㍉以上厚みのあるもの。

■シンボル＝ひっぱて変形しないもの。＝主に製品

注
釈

⇒植栽などの配置。。

作図手順１…スタンプ配置

作図手順２…個々の編集。すべてWクリック。

作図手順３…「加工メニュー」レベル一括変換。（ユニットレイヤと同じ。）

オーセブンCAD　
Hop：基本操作

1．画面操作の基本を理解する。

2．補助線の使い方を理解する。

Step：初級研修

1．簡単な平面図が描ける。

2．全体の大まかな流れの把握。

（3．各項目の基本操作）

Jump：実践

あらゆる図面で描けるようになる。

各項目の応用操作

＋α：ステップUP

・キレイに見せる表現方法

・裏技的な作図方法
・効率良く作成する方法

etc..

基本操作

◇　CAD起動　　　◇　画面構成・名称　　　 ◇　eE-CAD8画面概要　　　◇　画面調整

◇　選択選択　　　 ◇　選択解除　　　          ◇　図形移動　　　               ◇　カーソルの種類　

◇　図形削除　　　 ◇　取り消し　　　　　　 ◇　補助線の種類　　　　　   ◇　補助線の動かし方

◇　補助線の結合　 ◇　補助線の分割　　　 　◇　補助線のスナップ

導入研修 電話質問・デジタルマニュアル・追加講習導入研修


